
 

 

 

 

 

第１号を発行して間もなく夏休みに入り、各クラスへの取材ができない中で、
今号では夏休み期間中に活躍された卒業生のボランティアグループを中心に特集
を組むことにしました。取材時には“生き生きシニアがきらきら輝く瞬間”をた
くさん見せてもらいました。 
今回ご紹介した他にも様々なグループが活動されていますので、今後もできる

限り紹介していきたいと考えています。特に鳥栖校、唐津校、鹿島校の紹介を増
やしていければと思いますので皆様からの情報提供をお待ちしています。 
併せて、自治会やクラブ活動についても情報をお寄せください。 

☆企業・工場見学クラブ 
 鳥栖校実践課程には、企業・工場見学クラブがあります。地の利を生かした同
校ならではの発想だと感心しました。写真にあるように盛況の活動です。 
 ４人のリーダーを中心に企画され、メ
ンバー３０人が知的好奇心を満たし、新
しい発見を求めて毎月楽しく活動されて
います。 
 各校でもそれぞれ特色ある活動をされ
ているようですが、クラブ活動の延長
で、こういう企画を取り入れられるのも
新鮮だと感じます。 

☆ニッセイ財団活動顕彰 
ニッセイ財団（日本生命財団）では、高齢者が主体となって行う地域貢献活動

に対して毎年「生き生きシニア活動顕彰」を実施されており、７月３０日に県庁
で令和８年度顕彰金の贈呈式が行われました。 
今年度は佐賀県から６団体が選ばれ、このうち、ゆめさが大学卒業生が代表を

務める次の４グループも出席されました。 
＜タオル帽子の会 代表 松本朋子さん＞ 
闘病により頭髪に悩みのある方にタオルで縫った可愛い帽子を寄贈。好評で在

庫が無くなり、次を楽しみにしていると言われることも。今後も患者さんに寄り
添っていきます。 
＜ゆめ佐賀ひょっとこ会 代表 重松健次さん＞ 
 “やってみよう”からのスタート。自分たちの踊りを見て楽しんでもらう喜び
を感じています。 
＜ピュア・ウインド 代表 本田健一さん＞ 
 活動開始２年半。音楽活動での施設訪問は、今では年間３０回以上を数えます。
元気と笑顔を共有するため今後も精力的に続けていきます。 
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ゆめさが大学事務局 
（佐賀県長寿社会振興財団） 

向学心あふれるメンバー 



＜神埼歩こう会 代表 松永久光さん＞ 
ゆめさが大学在学時からウォーキング活動をしていた縁で、前代表から後を引

き継いで８年目。新しい仲間を増や
しています。 
 
皆さんの笑顔がいきいきと輝いて

いるのが印象的でした。 
本顕彰をはじめ、地域貢献活動に

関する助成金の情報については、ゆ
めさがアシストセンターまでお問い
合わせください。 
 

 
＊＊＊＊＊＊＊ 特集  夏休み中の施設訪問活動より ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

☆夢一座 
佐賀校１３期生を中心とした「夢一座」は、月に１回以上のペースで訪問活動

を実施されています。活動のきっかけは“やってみよう”で、学校祭での演目な
どを加えていきながらメンバーの得意分野などで内容を充実させてきました。公

演後のミーティングでは更に内容に工夫を加
えてきました。利用者の反響が大きく、メン
バーがその楽しさに「はまって」しまったそ
うです。 
７月２６日に諸富地区の公民館を訪問され

た際に帯同させてもらいました。演目も花嫁
行列、狂言、マジック、皿回し、ダンス、バ
ナナのたた
き売りと約

９０分が瞬く間に過ぎてしまいました。客席の皆
さんも一緒になって体を動かしたり、笑ったりと
楽しそうでした。卒業後もゆめさがでの経験を活
かし、絆を強くしながら充実感のある活動を続け
られていることに感心しました。 

☆ゆめさがマジッククラブ 
８月３日、佐賀市六座町公民館でマジックの公演がありました。出演したのは

佐賀校６期のメンバーで活動中の「ゆめさ
がマジッククラブ」です。六座町へはアン
コール公演として３回目、通算では１５３
回目の公演となるそうです。夏休みは子ど
も会などからの要望も多く週に３回のペー
スだそうです。 
リーダーの飯盛さんは後輩のゆめさが大

学生にも指導をされ、その弟子たちが更に

４グループの出席者の皆さん 

大人も子どもも大盛り上がり 

会場はバナナのたたき売りに夢中 

青年団のような若々しさ 



活躍をされています。ゆめさが大学のマジックの元祖とも呼ぶべき方です。 
公演会場では、準備の時間からメンバーの明るい

元気な声が建物の外まで聞こえ、楽しんで活動され
ていることがしっかりと伝わりました。本番では、
会場のあちこちから「あれ、あれ・・すごい、すご
い」の声が聞こえます。中には「なんということで
しょう」の感嘆の声も。生き生きシニアがキラキラ
輝く姿に元気をもらいました。 

☆敏＆ドリームバンド 
８月４日、牛津公民館の地域老人クラブ健康教室において、佐賀校８期生を主

力メンバーとする「敏＆ドリームバンド」の公演がありました。昨年に続いての
出演オファーとのこと。 

同クラブでは、月に１回以上の公演とそれ
に向けての毎週木曜日の練習と活動に余念が
ありません。活動のきっかけは“やってみよ
う”の施設訪問ということですが、学校祭で
も見事な演奏をされていました。 
この日の公演では、心が和らぐ力になりた

いとの言葉を皮切りに、サザエさん、下町の
太陽など会場の皆さんになじみのある曲を中

心に演奏され、合間にマジックタイム、ダンスなどを披露されました。司会者の
軽妙なトークと相まって、楽しい時間が
あっという間に過ぎました。当日は主力
メンバーのアクシデントがあり、突然の
内容変更などがあったにも関わらず、見
事な連携と日頃の練習により万雷の拍手
のなか公演が終了しました。 
生き生きシニアがキラキラ輝く瞬間を

ここでも実感しました。 

☆有明笑スボ座 
8 月 20 日、佐賀大学附属小学校体育館で行われた人気劇団の「有明笑

スボ座」の公演に伺いました。発足以来、今回が４３回目の公演で、毎
月１回から２回のペースですが、練習は毎週１回以上されているそうで
す。メンバーは佐賀校７期、１０期、１３期の卒業生と１６期の在学生

を合わせて１７人。新しいメン
バーも随時増やしていきたいそ
うですので、事務局を通して座長の南里
さんにご連絡ください。 
いつもは、中高年層を相手にすること

がほとんどだそうですが、今回は児童ク
ラブの小学校１年から３年の児童たちが
相手です。始まる前は幾分緊張気味でし

スプーン曲げにトライ 

広い会場で生き生き演奏 

ダンスでも盛り上げます 

子どもたちも興味津々 



たが、座長はじめメンバーの巧みな話術と工夫を重ねられた内容で、子供たちは
一生懸命に見入っていました。 
今回の演目は、南京玉すだれ、二つの寸劇、にわか劇（佐賀弁を活かした劇）

でした。場をつなぐための皿回し体験もあり、公演は大盛況のうちに終了しまし
た。公演終了後、子供たちはメンバーの後片付けを名残惜しそうに見ていたのが
印象的でした。 

☆観光ボランティア研修 
7 月３日に佐賀県観光ボランティア連絡協議会の総会が開催されました。参加

団体は佐賀市の６団体をはじめ、全２０団体でした。総会の後、恵比須ステーシ
ョン大曲会長の講演があり、石造物の観点からの興味深い話として、名護屋城と
肥前の石工との関係、肥前鳥居の秘密、佐賀城石垣の石積みの仕組み、恵比須像
の見どころなど多岐にわたりました。その後、
分科会、現地訪問と続きましたが、活動をきっ
かけに多くの方と話ができたと参加者の笑顔が
印象的でした。 
団体名簿には、ゆめさが大学の卒業生が活躍

している団体が数多く掲載されていました。各
団体もメンバーの高齢化に伴う後継者不足を課
題とされており、ゆめさが大学の皆さんの参加
を大いに期待されています。 
 
 

 

ゆめさがアシストセンターでは、活動の場のマッチングや相談対応など地域貢
献活動（ボランティア）に関するサポートを行っています。 
各校に出向いて、ボランティア活動、運営等に関する相談会を実施しますので

お気軽にご相談ください。 

・立ち上げ、運営のやり方がよくわからない 
・スキルアップのための指導者、講師を紹介してほしい 
・活動先はどうやってみつければいいの？        
・・・など、あなたのボランティアの種を見つけてみませんか 

 

お電話での 

相談も受付中 

0952-31-4165 

佐賀県長寿社会振興財団 

ゆめさがアシストセンター 

               

まで 

講義日が異なる別課程の方もどうぞ 

あなたの「やってみたい」を応援！！ ボランティア相談会 
 

９月８日(火) 

鳥栖校 

 

９月９日(水)、1７日(木) 

唐津校 

 

 

参加者の皆さん 

９月 10 日(木) 

鹿島校 

 

９月 1６日(水) 

佐賀校 

10 月 6 日(火) 

佐賀校 

 

りふれ和室 社会福祉会館 

講師控室 講師控室 財団事務室 

ボランティア相談会 実施日程 
※各校とも講義終了後に実施します 
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